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「
農
家
は
自
分
の
作
っ
た
米
が
一

番
と
思
っ
て
い
る
も
の
だ
が
、
世
の

中
で
ど
れ
く
ら
い
通
用
す
る
か
知
り

た
か
っ
た
」
の
が
、
一
番
大
き
な
米

の
品
評
会
に
出
品
し
た
理
由
だ
、
と

話
す
清
水
紀
久
夫
さ
ん
は
専
業
で
米

栽
培
を
始
め
て
15
年
。
定
年
退
職
す

る
ま
で
半
導
体
製
造
に
か
か
わ
る
技

術
畑
に
い
た
。
農
作
業
の
デ
ー
タ
を

分
析
は
す
る
が
、
農
家
に
育
ち
作
業

を
手
伝
っ
て
き
た
の
で
「
お
天
道
様

の
機
嫌
し
だ
い
」
な
こ
と
も
よ
く
分

か
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
「
楽
し
い
と

思
え
る
か
ら
、
身
体
が
動
く
限
り
農

家
を
続
け
る
」
と
い
う
。

　

三
年
前
に
専
業
農
家
の
後
を
継
ぐ

決
心
を
し
た
息
子
を
も
含
め
て
「
若

い
人
が
専
業
で
や
っ
て
い
け
る
農
業

に
し
た
い
」
清
水
さ
ん
の
作
業
場
は

機
械
工
具
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。「
安

い
中
古
農
機
具
を
直
し
な
が
ら
使
う

た
め
」
の
も
の
だ
。「
こ
れ
か
ら
の

農
業
は
、
知
恵
と
工
夫
の
『
脳
業
』

を
め
ざ
せ
」
が
持
論
だ
。

　

今
回
五
千
点
を
超
え
る
応
募
の
中

か
ら「
最
高
金
賞
」受
賞
者
は
18
人
だ

っ
た
。
清
水
さ
ん
の
米
は
さ
ら
に
厳

選
さ
れ
て
「
世
界
最
高
米
」
と
銘
打

っ
て
輸
出
を
め
ざ
す
企
業
か
ら
、
原

料
玄
米
に
も
選
ば
れ
た
。「
後
に
続
く

受
賞
者
を
育
て
る
た
め
に
、
自
分
の

経
験
を
伝
え
た
い
」
と
い
う
清
水
さ

ん
の
目
標
は
、
無
農
薬
有
機
栽
培
だ
。

農
閑
期
の
今
、清
水
さ
ん
は
趣
味
で

組
み
上
げ
た
ス
テ
レ
オ
を
聴
き
な
が

ら
今
年
の
計
画
を
立
て
て
い
る
。

　
「
も
の
ご
と
は
実
際
に
見
て
学
び
、

面
白
が
っ
て
や
ら
な
け
れ
ば
ダ
メ
。

リ
ン
ゴ
作
り
は
楽
し
く
て
仕
方
が
な

い
」
と
話
す
宮
嶋
佐
一
さ
ん
に
、
日

本
で
最
も
歴
史
あ
る
農
業
団
体
「
大

日
本
農
会
」
か
ら
、
リ
ン
ゴ
栽
培
に

関
す
る
技
術
の
改
善
や
青
年
農
業
者

育
成
へ
の
長
年
に
わ
た
る
貢
献
に
対

し
て
「
緑
白
綬
有
功
章
」
が
贈
ら
れ

た
。
宮
嶋
さ
ん
に
は
三
人
の
恩
人
が

い
る
。

　

一
人
目
は
県
の
「
近
代
的
リ
ン
ゴ

栽
培
の
父
」
と
言
わ
れ
る
後
沢
憲
志

さ
ん
だ
。
宮
嶋
さ
ん
が
農
業
高
校
卒

業
後
に
一
年
間
通
っ
た
須
坂
園
芸
試

験
場
の
場
長
だ
っ
た
。「
事
あ
る
ご

と
に
、
こ
の
試
験
場
に
相
談
に
来
い
。

来
た
ヤ
ツ
の
勝
ち
だ
」
と
い
う
餞

（
は
な
む
け
）
の
言
葉
を
守
り
「
新

矮
化
栽
培
の
技
術
を
確
立
」
し
て
作

業
能
率
を
上
げ
た
。
新
品
種
「
浅
間

ク
チ
ー
ナ
」
も
作
り
出
し
た
。

　

二
人
目
は
市
職
員
の
土
屋
政
紀
さ

ん
。
様
々
な
町
お
こ
し
事
業
に
誘
っ

て
異
業
種
の
人
脈
を
作
っ
て
く
れ
た
。

こ
の
人
脈
に
よ
り
、
素
人
の
酒
造
り

用
に
苗
作
り
を
し
、
イ
ベ
ン
ト
会
場

に
リ
ン
ゴ
の
木
の
下
を
貸
す
な
ど

「
面
白
が
っ
て
や
る
こ
と
」が
増
え
た
。

　

三
人
目
で
一
番
の
恩
人
は
妻
、
つ

ぎ
子
さ
ん
だ
。「
リ
ン
ゴ
園
も
家
庭

も
守
っ
て
く
れ
た
か
ら
、
自
分
は
海

外
視
察
や
技
術
確
立
が
で
き
た
」
と

夫
は
言
い
「
リ
ン
ゴ
が
一
番
。
私
は

二
番
で
い
い
」
と
妻
が
言
う
。

　
「
解
毒
」
は
、
現
在
「
解
毒
殺

菌
」
の
意
味
で
使
い
ま
す
が
、
中

医
学
で
は
、
体
内
の
老
廃
物
や
病

気
の
引
き
金
と
な
る
「
邪
」
を
取

り
除
く
、
の
意
味
で
す
。
冬
は
食

べ
物
を
か
ら
だ
に
蓄
え
る
時
期
で
、

食
べ
る
量
に
対
し
運
動
量
が
減
り

ま
す
。
そ
の
結
果
、
老
廃
物
が
体

内
に
溜
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

そ
こ
で
、
寒
さ
で
縮
こ
ま
っ
て
い

た
か
ら
だ
が
外
へ
と
解
放
さ
れ
て

い
く
春
は
、
ま
ず
体
内
の
老
廃
物
、

つ
ま
り
ゴ
ミ
を
外
に
出
す
こ
と
か

ら
始
め
ま
す
。
春
の
ク
リ
ー
ン
作

戦
で
す
。

　

自
然
界
を
見
る
と
、
ふ
き
や
う

ど
、
菜
の
花
、
ア
ク
の
強
い
山
菜

が
た
く
さ
ん
出
回
り
ま
す
が
、
そ

の
主
な
効
能
は｢

解
毒｣

で
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
身
近
な
野
菜
・

菜
の
花
を
取
り
上
げ
て
み
ま
す
。

正
式
名
を
「
な
ば
な
」
と
い
い
、

2
月
、
3
月
が
最
盛
期
で
、
ビ
タ

ミ
ン
、
鉄
分
が
豊
富
な
だ
け
で
な

く
、
含
有
成
分
の
ひ
と
つ
ス
ル
フ

ォ
ラ
フ
ァ
ン
は
、
が
ん
の
増
殖
を

抑
え
る
働
き
が
あ
る
と
も
。
菜
の

花
は
ゆ
で
た
後
、
レ
モ
ン
汁
、
オ

リ
ー
ブ
オ
イ
ル
に
軽
く
塩
コ
シ
ョ

ウ
し
て
合
え
る
と
、
い
つ
も
と
は

違
う
イ
タ
リ
ア
ン
な
一
品
に
。

（
国
際
中
医
薬
膳
師　

小
清
水
由
良
）

ゆ
ら
さ
ん
の
四
季
の
薬
膳

春
一
番
は
体
内
の
解
毒
か
ら

春
一
番
は
体
内
の
解
毒
か
ら

平
成
27
年
度
公
益
社
団
法
人
大

日
本
農
会
農
事
功
績
者
表
彰
で

緑
白
綬
有
功
章
を
受
章

第
17
回
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ

ン
ク
ー
ル
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で

最
高
金
賞
を
受
賞

リ
ン
ゴ
栽
培
農
家　

宮
嶋
佐
一
さ
ん

 

（
69
歳
）
＝
森
山
＝

米
栽
培
農
家　

清
水
紀
久
夫
さ
ん

 
（
74
歳
）
＝
宮
沢
＝

（
取
材
・
文　

佐
藤　

万
千
子
）


